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京呈

蒋

昭
和
十
五
年
五
月
酷
慣
行

言告F

叢
第

五

十

巻

第

五

銃

坦
坦
坦
揖
聞
胃
九
持
九
場

論

-，叢

維

新

前

後
の

開

化

思

想

本

庄

楽

治

郎

維
新
前
の
開
化
思
想

維
新
以
後
文
明
開
化
の
聾
が
我
聞
の
津
々
浦
々
に
ま
で
及
ん
だ
と
と
は
、
今
夏
い
ふ
迄
も
た
い
己
と
で
あ
る
が
、
そ
の
所
謂
開
化

ム
」
は
西
洋
文
明
を
我
闘
に
取
り
入
れ
む
と
す
る
の
義
な
り
と
解
す
る
な
ら
ば
、
か
6
A

る
思
想
は
必
宇
し
も
維
新
以
後
の
と
と
の
み
で

は
な
〈
、
維
新
以
前
に
於
て
も
そ
の
思
想
世
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

江
戸
時
代
の
中
期
以
後
、
西
洋
事
情
の
研
究
が
行
は
れ
、
時
代
の
降
る
に
従
っ
て
西
洋
文
化
再
認
識
の
必
要
に
迫
ら
昌
弘
や
、
従

来
の
如
き
西
洋
を
夷
狭
の
固
と
し
て
斥
け
ん
と
す
る
考
へ
方
は
弐
第
に
変
化
し
た
。
寛
政
年
聞
に
著
は
さ
れ
た
本
多
一
利
明
の
「
経
世

秘
策
」
や
「
西
域
物
語
」
は
明
か
に
従
来
の
支
那
崇
拝
の
息
怨
を
排
し
て
西
洋
思
想
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
d

幕
末
に
及
ん
で

維
新
前
後
白
開
化
思
想

品
P
T
1

十
巻

宜
Z

一九

第
五
掠

拙著、誕世円程揖思想、 154頁以下。1) 



維
耕
前
後
四
開
化
思
想

第
五
十
巻

r
t
四
O

第
五
韓

は
明
か
に
我
闘
も
亦
須
〈
岡
洋
忙
皐
ぷ
所
左
か
る
可
ら
宇
と
の
考
を
生
中
る
に
去
っ
た
。
例
へ
ば
嘉
永
六
年
八
月
の
海
防
掛
の
勘
定

(
A
W
}
 

奉
行
同
吟
味
役
等
の

k
申
書
中
忙
も
『
西
洋
の
儀
相
酬
明
居
不
申
候
て
は
彼
を
知
、
己
を
知
の
本
来
に
背
茜
以
で
差
支
可
申
候
。
夷
闘

の
風
俗
人
情

E
詳
に
相
排
居
不
申
候
て
は
間
違
出
来
候
詳
に
付
、
前
剛
些
・
の
軍
曲
学
砲
術
を
第
一
に
し
て
、
多
く
翻
識
被
仰
付
候
ハ
マ
可

然
哉
、
是
等
は
車
弔
問
中
の
御
急
務
に
御
座
候
』
と
漣
ぺ
、
問
洋
事
情
E
知
る
己
と
の
緊
裂
な
る
を
論
じ
て
ゐ
る
Q

ま
た
嘉
永
六
年
十

月
の
高
島
盲
目
半
の
上
書
に
は
「
本
邦
の
人
情
に
て
他
を
事
候
儀
を
耽
と
仕
候
得
共
、
伎
が
心
得
忙
て
は
他
を
皐
候
儀
を
、
園
家
の
錦
、

力
主
通
し
候
者
と
感
賞
仕
候
儀
忙
て
、
彼
は
諸
闘
に
航
機
仕
、
共
善
成
者
有
之
候
へ
ば
、
皆
之
主
取
候
て
白
闘
の
歓
た
る
底
に
柿
ひ

候
。
交
易
利
潤
P
食
候
も
、
園
を
官
し
兵
を
強
〈
致
し
候
矯
め
の
ま
意
に
し
て
、
革
問
習
に
間
着
仕
候
習
俗
に
無
御
座
候
問
、
他
を
醐
申

ぴ
候
儀
一
を
卿
恥
と
仕
候
儀
は
無
御
座
供
。
却
で
他
を
事
ぴ
不
巾
を
同
陥
と
侮
候
砲
の
儀
に
御
庫
候
』
と
あ
っ
て
‘
彼
の
長
を
採
っ
て

我
が
煩
を
補
ム
ペ
き
己
と
を
説
い
て
ゐ
る
。

橋
本
左
内
も
安
政
二
三
年
頃
の
「
外
岡
貿
易
詑
〕
の
中
に

『
一
、
外
岡
氏
と
引
合
候
上
は
、
品
物
之
交
易
の
み
友
ら
宇
、
智
慧
之
交
易
肝
要
に
御
座
候
。
即
製
作
使
用
之
器
械
、
経
済
賞
用
之

談
論
砂
一
も
交
易
致
し
度
奉
存
候
。

一
、
方
今
の
形
勢
は
、
五
大
洲
之
模
様
を
先
知
仕
候
者
大
利
を
獲
可
申
候
。

て
彼
之
情
九
年
一
得
、
彼
之
長
を
摘
出
ひ
、
之
を
御
閣
内
に
推
成
め
候
は
wh

、
共
利
制
産
の
み
友
ら
や
と
奉
存
候
。
』

と
い
ひ
、
更
に
安
政
四
年
の
皐
問
所
忙
闘
ナ
毛
布
令
原
案
の
中
に
も
『
近
世
間
洋
大
に
皐
術
伎
惑
を
研
究
(
中
略
)
頗
る
賓
蹟
を
護
し
且

共
精
功
を
紘
め
、
間
々
皇
固
と
雌
未
だ
及
ば
ざ
る
所
を
護
明
仕
候
故
、
彼
之
長
伎
を
取
て
普
皇
園
の
利
器
を
御
補
足
被
成
、
皇
闘
を

大日本古文害、幕末外国閣博文書迄一、 21主主。
日本純済叢書、巻三千二、 477頁。
橋本左内全集、 4頁。



し
て
続
諸
邦
に
勝
れ
候
様
に
被
成
度
御
趣
意
正
奉
存
候
か
(
中
略
)
右
等
の
御
趣
意
能
生
相
排
へ
切
り
に
新
奇
使
用
を
喜
び
、
外
園
を

守
稿
し
て
皐
岡
を
卑
淵
致
候
様
の
所
行
無
之
様
、
心
得
鴻
仕
度
奉
存
候
事
。
』
と
あ
っ
て
、
西
洋
に
曲
中
ぷ
ぺ
き
E
と
を
説
い
て
ゐ
る

が
、
『
智
慧
の
交
易
肝
援
に
御
座
候
』
と
の
一
日
刊
は
道
破
し
得
て
妙
友
り
と
い
ム
べ
き
で
あ
ら
う
。
更
に
佐
久
間
銀
山
が
安
政
五
年
三

月
梁
川
星
巌
に
貯
り

L
書
欣
に
於
て
『
方
今
の
世
は
和
漢
の
皐
識
の
み
に
て
は
何
分
不
行
筒
、
日
記
非
と
も
五
大
洲
を
線
招
致
し
候
大

経
消
に
艇
…
之
候
て
は
難
川
候
。
.
全
世
界
の
形
勢
コ
ロ
ン
ピ
ユ
ス
が
究
却
の
力
を
以
て
新
世
界
を
見
出
し
、

づ
ベ
ル
一
一
キ
ユ
ス
が
地
動

の
説

E
設
明
し
、
ネ
ウ
1
ン
が
重
力
引
力
の
寛
現
を
究
知
し
、
ゴ
一
大
渡
明
以
来
高
般
の
事
術
共
根
祇
を
得
、
柳
か
も
虚
誕
の
筋
な
く

悲
九
日
刊
着
賞
に
相
成
、

H
L
に
巾
七
欧
緋
巴
・
蹴
利
堅
諸
州
吹
第
に
両
日
を
改
め
、
蒸
汽
船
・
マ
グ
ネ
チ
セ
・
テ
レ
ガ
ラ
フ
等
創
製
し
候

に
五
り
侠
て
、
賞
に
浩
化
の
-J
主
宰
ひ
侠
儀
に
て
、
可
特
可
怖
模
様
に
相
成
中
軒
町
』
主
一
ム
へ
る
と
と
も
亦
河
洋
の
皐
術
を
単
一
a

ぶ
べ
き

と
と
を
道
破
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
。

小
栗
上
判
介
が
安
政
保
拘
交
換
使
節
の
一
行
に
加
は
っ
て
米
国
に
赴
昔
、
財
界
的
識
見
を
得
ヤ
一
抑
制
判
rし
た
正
昔
、
土
産
と
し
て
持

ち
師
っ
た
も
の
は
、
地
球
儀
や
新
し
昔
器
械
類
で
あ
っ
た
。
乙
れ
は
『
世
界
を
知
れ
』
百
戸
一
の
替
台
で
あ
っ
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
知

識
を
世
界
に
求
め
ん
止
す
る
思
想
は
既
に
平
く
幕
末
に
も
仔
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
如
き
開
化
思
想
は
い
ふ
迄
も
な
ぐ
閲
岡
論
と
抑
制
接
な
る
闘
係
を
有
し
、
や
が
て
ま
た
貿
易
是
認
論
と
友
り
、
更
に
そ
の
或

る
者
は
山
貿
易
を
唱
へ
、
進
ん
で
抱
外
経
時
論
を
説
〈
も
の
も
あ
る
に
一
主
っ
た
こ
と
は
注
意
す
ペ
雪
と
と
で
あ
ら
号
。

明
治
維
新
の
奮
物
破
壊

維
珊
前
後
の
開
化
思
想

第
五
十
巻
、

互五
回

第
五
披

同上、円頁。
象山岳集、下巻、 845頁。
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維
新
前
後
四
開
化
思
想

第
五
十
巻

五
回

第
五
蝉

四

封
建
鎖
闘
の
幕
府
政
治
が
倒
れ
て
明
治
の
新
政
を
見
る
に
及
ぴ
、
藷
弊
打
破
・
泰
四
文
化
の
移
入
が
わ
が
園
是
と
在
り
・
認
に
所

謂
沓
習
一
洗
の
時
代
聖
見
、
政
治
上
枇
曾
上
種
々
な
る
事
項
に
亙
っ
て
、
程
来
の
腕
習
を
破
り
知
識
を
世
界
に
求
む
る
E
と
が
行
は

れ
た
。
か
〈
て
欧
化
の
傾
向
は
我
困
の
各
地
に
及
び
文
明
開
化
の
叫
ぴ
撃
が
高
〈
た
っ
た
が
、

一
方
に
は
既
に
早
〈
新
政
府
の
葎
習

一
洗
事
業
に
劃
し
て
之
を
快
と
せ
ざ
る
者
の
不
平
が
高
ま
り
、
保
守
的
反
動
思
想
が
起
り
来
っ
た
。
議
に
於
て
か
開
化
と
い
ひ
醤
弊

と
い
ム
二
つ
の
針
立
が
あ
ら
は
れ
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
っ
た
。

五
ケ
僚
の
御
誓
文
に
は
『
藷
来
の
陥
習
を
依
り
』
と
宣
へ
ら
れ
、
ま
た
『
知
識
を
世
界
に
求
む
」
と
宣
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
我
が
園
の

膏
習
に
し
て
そ
の
弊
あ
る
も
の
を
冷
て
、
新
に
移
入
せ
ら
れ
た
る
欧
米
習
俗
の
長
所
を
採
用
す
る
と
と
は
、
い
ム
迄
も
た
く
営
然
の

と
と
で
あ
る
が
、
明
治
初
年
の
際
に
は
一
に
も
西
洋
、
二
に
も
西
洋
、
何
で
も
彼
で
も
岡
洋
風
で
泣
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
や
う
に

考
へ
、
善
悪
と
も
に
彼
れ
の
風
を
採
り
、
我
が
困
在
来
の
風
習
は
長
短
共
に
棄
亡
、
顧
み
ざ
る
風
が
あ
っ
た
。
首
時
の
所
調
車
問
習
打

破
・
謹
弊
一
洗
の
思
想
は
い
は
ビ
葎
物
破
壊
の
念
で
あ
っ
た
。

富
岡
物
破
壊
は
他
の
一
商
工
り
見
れ
ぽ
、
そ
内
犬
部
介
は
欧
化
運
動
で
あ
る
。
欧
米
に
殻
逮
せ
し
丈
化
は
我
が
丈
化
に
遥
か
に
勝
れ

る
を
以
で
之
を
採
用
せ
ざ
る
可
ら
や
と
し
‘
従
来
我
闘
に
存
す
る
文
物
制
度
習
慣
は
一
切
之
を
捨
て
、
西
洋
の
事
物
は
一
切
無
差
別

に
之
監
と
り
入
れ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
善
揺
を
聞
は
や
本
邦
岡
有
の
も
の
を
維
持
せ
ん
と
し
、
若
〈
は
之
に
執
着
せ
る
者

は
忽
ち
藷
弊
と
駕
ら
れ
、
同
循
姑
息
と
隠
せ
ら
れ
、
欧
米
の
風
を
倣
ム
者
は
す
べ
て
文
明
開
北
で
あ
る
と
せ
ら
れ
た
ロ
印
ち
西
洋
心

僻
が
膏
物
破
壊
白
大
部
分
を
占
あ
で
府
た
如
と
で
あ
る
3



明
治
初
年
の
開
化
思
想

明
治
初
年
に
開
化
思
想
を
就
い
た
害
時
は
甚
だ
多
い
円
。

そ
れ
は
大
抵
は
商
洋
文
明
忙
闘
ナ
る
知
識
を
通
俗
的
に
解
説
し
た
も
の

で
、
例
へ
ぽ
肉
食
の
必
要
、
洋
服
の
便
利
を
詑
昔
、
散
髪
を
勤
め
、
迷
信
を
斥
け
、
数
育
の
必
要
を
詑
雪
、
或
は
進
ん
で
時
事
を
解

ト
会見ag

 
篇・ιイ開明文巻十一一策。

集
牧
金
所
化品世
丈
十
浩
一
明
第

見
閉
度
量
の
狭
〈
、
民
の
道
瑚
を
知
ら
ざ
る
た
め
で
あ
る
か
ら
、
之
を
数
化
す
る
必
要
が
あ
り
と
考
へ
、
因
循
姑
息
の
奮
習
を
釘
破
口
集
と
金
例
化
一
丈
の
椅
そ
明

説
し
或
は
自
主
自
由
、
権
利
義
務
左

E
の
新
語
に
通
俗
的
危
解
醐
砕
を
下
し
在
ど
す
る
類
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
衣
食
住
其
他
の
風
習

に
つ
き
問
洋
の
事
柄
を
通
俗
的
体
蒙
的
忙
説
明
し
た
も
の
が
多
〈
、
俗
に
『
開
化
も
の
』
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
然
し
明
治
の
新
政
が
皐

た
る
衣
食
住
慣
習
の
改
肢
で
は
及
〈
、
政
治
枇
合
粧
済
上
の
一
大
改
革
で
あ
る
た
め
此
等
の
『
開
化
も
の
』
の
う
ち
に
も
、
政
治
経
掛

に
闘
す
る
諸
貼
に
鰯
れ
た
も
の
L
あ
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。
今
そ
の
三
一
を
一
不
さ
う
。

小
川
偶
人
泊
費
開
化
問
弘
山
(
諸
問
枠
世
間
)
は
進
歩
的
在
る
開
次
郎
が
、
頑
迷
間
隔
の
奮
平
の
質
問
に
劃
し
て
懇
切
に
開
化
を
説

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
問
答
申
に
は
藩
を
駿
し
府
臓
を
置
き
し
こ
と
、
門
閥
を
廃
し
四
民
平
等
と
注
せ
し
己
と
、
金
園
皆
兵
の

と
と
、
租
税
の
徴
牧
、
安
易
・
鍛
道
・
電
信
機
・
地
鼻
持
・
紙
幣
、
そ
の
他
の
費
際
問
題
に
鯛
れ
た
幾
多
の
問
答
が
あ
る
。
営
時
と
れ

等
の
新
制
の
た
め
に
沓
慣
を
岡
守

L
腕
習
に
粘
着
せ
る
者
が
、
時
に
一
挟
を
企
つ
る
如
き
事
態
に
諮
っ
て
ゐ
た
が
、
己
れ
会
〈
そ
の

し
て
文
明
開
化
に
向
ふ
の
必
要
あ
る
所
以
を
鼓
吹
し
た
も
の
で
あ
る
。

然
し
文
明
開
化
は
必
し
も
耳
目
忙
新
ら
し
き
と
と
の
み
を
採
り
葎
習
を
悉
〈
捨
て
去
る
己
と
で
は
友
い
。
加
藤
耐
一
は
共
著
「
開

化
進
歩
の
目
的
」
宗
監
一
司
胴
)
忙
於
て
論
じ
て
日
〈
『
開
化
日
進
と
い
ム
事
、
人
々
口
に
は
唱
ム
れ

E
も
共
目
的
と
す
る
底
た
え

維
新
前
後
四
開
化
思
想

第
五
十
巻

五回一一一

第
五
披

五

7) 
8) 



維
新
前
後
白
開
化
思
想

第
五
十
巻

五
四
回

第
五
観

六

只
た
り
形
ち
の
み
外
園
人
を
員
似
、
人
に
異
な
り
た
る
事
ず
る
を
日
進
と
心
得
た
る
人
多

L
e
い
と
心
得
白
事
た
り
。
凡
進
む
と
い

ふ
は
何
に
も
あ
れ
目
的
を
定
め
て
共
方
に
む
か
ひ
て
一
迭
に
す
L
む
を
進
む
と
い
ふ
ぺ
し
』
と
捻
昔
、
開
化
の
目
的
は
『
凡
開
化
と
い

ふ
は
只
外
岡
人
の
己
真
似
す
る
を
以
て
開
化
と
は
せ
十
、
民
の
開
化
の
趣
意
と
い
ふ
は
、
政
府
も
構
威
を
以
で
人
民
の
自
由
を
妨
〈
る

事
た
く
い
人
民
も
姑
息
の
議
習
に
泥
む
こ
と
た
く
、
成
く
聞
て
共
宜
曹
を
取
り
、
民
〈
見
て
共
便
利
比
就
昔
、
新
規
議
明
の
工
夫
を

以
て
天
下
の
有
径
を
謀
り
、
事
物
常
然
の
主
却
に
依
て
終
身
の
進
出
現
を
究
む
る
を
以
て
開
化
進
歩
の
目
的
主
在
す
べ
き
在
り
』
冒
と
し

て
ゐ
る
。
更
に
そ
の
著
「
文
明
開
化
同
(
ヰ
鵬

六
年
九
月
J

・

七
年
五
月
}
に
於
て
も

『
土
〈
世
間
白
人
白
い
ふ
ζ

と
を
開
〈
に
、
豚
を
喰
ふ
た
と
い
ふ
て
は
文
明
ピ
宇
。
あ
い
つ
は
此
頃
脇
師
傘
き
し
て
歩
行
を
る
。
え
ら
ひ
文
明
ビ
宇
。
沓

は
い
た
玄
与
で
座
駅
へ
上
り
を
つ
た
。
こ

nJ
畠
で
ち
と
迷
惑
な
丈
明

r
や
。
お
ま
け
に
つ
れ
て
来
た
犬
も
』
り
を
ワ
た
。
栂
札
で
鼻
か
み
を
う
た
。
梯
壌

を
段
ち
を
つ
た
。
え
ら
い
丈
明
ピ
晶
?
と
、
回
洋
人
の
員
慨
す
る
か
、
ヰ
に
新
ら
し
い
車
、
日
に
新
ら
し
い
事
、
人
に
異
な
ワ
た
事
き
へ
す
れ
ば
、
な
ん

で
も
か
で
も
文
明
開
化
に
し
て

L
宮
ふ
が
、
さ
う
い
ふ
も
の
で
も
な
い
。
元
車
の
趣
意
を
知
ら
い
で
、
め
つ
札
に
む
し
ょ
う
に
、
耳
目
に
新
ら
し
い
事
す

る
ば
か

P
E
文
明
開
化
ピ
や
と
担
も
て
は
・
と
ん
だ
間
違
廿
が
出
来
る
。
丈
切
と
い
ふ
は
、
丈
宇
で
も
考
へ
て
見
ー
一
る
が
よ
い
、
文
に
あ
き
ら
か
と
い
ふ
と

左
で
、
民
〈
畢
ん
で
世
界
中
白
事
を
知
り
あ
き
ら
晶
、
具
白
よ
い
所
在
百
ワ
て
我
身
自
心
得
X
行
ひ
止
す
る
を
底
的
文
明
と
も
い
ふ
べ
き
事
で
ム
る
。
』

ム
」
い
ひ
、
「
只
な
り
形
ち
ば
か
り
を
商
洋
人
に
似
せ
た
り
、
叉
は
意
表
託
事
ナ
る
の
を
、
友
明
と
は
中
さ

hw
自
」
と
説
吉
、
『
湾
習
じ

ゃ
か
ら
と
て
、
己
と
ん
¥
ぐ
わ
る
い
と
い
ふ
わ
け
も
左
く
、
開
化
め
か
し
た
事
に
も
理
に
か
友
は
ぬ
事
が
友
ん
げ
も
あ
る
。
共
中
分

を
取
て
用
ム
る
が
同
県
の
開
化
と
い
ふ
も
の
』
と
断
巳
て
ゐ
ヲ
向
。
こ
の
説
は
、
世

k
の
事
買
に
於
て
は
何
等
か
新
し
ぐ
縫
っ
た
と
と
を

す
れ
ば
、
そ
れ
が
丈
明
開
化
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
た
蛍
時
に
於
て
は
、
開
化
の
民
義
を
設
い
た
も
の
と
し
て
花
賞
す
べ
き
も
の
で
あ

る。

明治文化全集、第二十巻所枚。
同上、豆、 4'頁。

9) 
10) 



四

開
化
思
想
と
交
易
論

開
化
は
悶
洋
文
化
の
輸
入
が
草
嬰
た
る
役
割
を
占
め
て
居
る
。
従
て
前
に
も
述
べ
た
如
〈
阿
川
園
貿
易
は
ま
だ
開
化
思
想
の
一
翼
主

な
す
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
幕
末
に
於
て
既
に
開
園
貿
易
が
賓
施
せ
ら
れ
、
貿
易
に
闘
す
る
賛
否
の
意
見
が
麗
と
あ
ら
は
れ

墜
者
の
み
左
ち
ゃ
、
諸
藩
・
幕
府
有
司
の
う
ち
に
も
開
闘
交
易

E
説
い
た
も
の
が
あ
り
、
明
治
時
代
の
西
洋
文
化
轍
入
の
代
表
者
の

一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
耐
問
孝
平
や
踊
津
論
吉
も
、
既
に
早
〈
丈
久
年
間
に
、
前
者
は
「
農
商
排
〕
、
後
者
は
「
唐
人
往
成
L
を
著

し
て
交
易
の
利
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
議
に
明
治
初
年
の
開
化
思
想
を
説
い
た
も
の
で
、
外
岡
貿
易
の
必
嬰
を
力
説
し
、
世

人
の
由
来
を
啓
〈
に
役
立
っ
た
も
の
L

一
例
と
し
て
、
加
藤
助
一
ー
の
「
交
易
心
得
革
」
と
加
藤
弘
漉
の
「
交
易
問
佐
川
」
と
を
皐
げ
や
う
。

「
交
易
心
相
官
T

」
(
鶴
…
一
一
棚
浩
司
枠
八
且
)
は
前
後
雨
篇
よ
り
成
っ
て
ゐ
る
が
、
前
篇
に
於
て
は
外
岡
貿
易
の
必
要
注
る
所
以
、
及
そ

の
仕
法
等
左
記
し
、
後
篇
に
は
商
枇
・
雨
替
・
保
険
共
他
の
と
と
を
論
じ
て
ゐ
る
。
我
困
は
試
供
温
和
、
産
物
豊
富
で
高
闘
に
優
れ

た
岡
柄
で
あ
る
か
ら
、
外
岡
貿
易
の
必
要
な
き
が
如
く
で
あ
る
が
、
有
無
相
通
や
る
は
ヱ
へ
の
遣
で
あ
る
と
共
に
、
凶
径
を
精
進
す
る

所
以
で
あ
る
か
ら
、
外
園
貿
易
を
行
ふ
ペ
し
と
し
、
幕
末
開
園
の
後
、
物
侭
騰
貴
し
世
人
の
生
活
困
窮
を
窓
き
起
し
た
己
と
は
、
河
措

貨
健
治
の
結
果
で
あ
つ
で
、
外
岡
貿
易
の
た
め
で
は
な
い
と
説
昔
、
外
岡
商
人
は
曾
杭
組
織
を
以
て
貿
易
に
従
事
し
て
ゐ
る
か
ら
、

我
闘
に
於
て
も
外
岡
貿
易
を
友
ず
に
は
商
枇
の
法
を
立
つ
べ
き
で
あ
り
、
更
に
出
貿
易
主
行
ふ
と
と
が
園
盆
を
増
進
す
る
所
以
で
あ

る
み
」
し
て
ゐ
る
。
ま
た
外
図
商
人
は
引
出
し
買
に
よ
っ
て
貿
易
の
利
袋
を
理
一
断
ず
る
か
ら
、
こ
の
策
に
莱
ぜ
ら
れ
ざ
る
や
う
注
意
ナ

ぺ
者
己
〉
一
を
設
い
た
。
所
謂
引
出
し
買
と
は
何
で
あ
る
か
、
日
〈

維
新
前
後
四
開
化
思
想

第
五
十
巻

五
四
五

第
五
披

七

周参

。

章

む

九

。
牧
第

照
に
4
9
嘗

究

章

九

研

七

第

良

策

集

湾

、

全

経

章

化

阪

六

丈

丈

島
帯
惜
績

、明
章

は

著

五
耕
。
郎

t
p
闘
む
大

、
建
耽
和

篇
両
に
野

績
農
中
脊

想
楠
言
、

思
噌
輯
は

済
、
各
て

組
む
一
し

の
執
事
闘

世
に
、
に

近
稿
集
一

、
遺
岩
崎

著
崖
博
藤

相
決
繭
加

日)
ロ)
13) 
14) 



維
新
前
後
四
開
化
思
想

第
五
十
巻

五
四
六

務
五
競

F、

ヨ
汁
一
困
人
と
交
易
す
る
に
は
品
々
白
と
‘

t
o得
あ
り
、
主
づ
信
一
に
心
得
ペ
き
事
仕
件
闘
人
は
吏
易
に
か
し
と
け
れ
ば
引
出
L
買
と
い
ふ
事
を
す
る
也
。

た
と
へ
ば
生
糸
百
斤
八
百
雨
程
の
品
に
で
も
最
初
に
は
干
闘
に
も
千
宜
百
闘
に
志
賀
ム
也
。
我
閣
の
商
人
是
を
聞
で
我
も
我
も
と
安
易
場
に
生
糸
を
持

出
し
、
共
品
や
L
十
分
に

hTり
た
る
を
は
か
り
て
俄
に
ナ
こ
し
も
買
は
ず
、
我
岡
田
商
人
は
る
ば
る
の
放
路
を
持
越
た
る
も
の
、
或
は
無
理
な
る
金
子

同
問
題
な
ど
し
て
持
出
し
た
る
品
、
す
と
し
も
貰
れ
由
時
は
困
許
へ
障
る
車
も
な
ら
ず
、
金
子
融
調
に
は
さ
し
っ
か
へ
、
援
な
〈
損
毛
を
し
て
捨
曹
に
官
民

排
ふ
を
ま
ち
て
安
〈
買
ふ
也
。
最
初
高

f
買
ひ
し
は
餌
に
て
魚
の
寄
り
た
る
を
見
て
大
綱
に
か
〈
る
也
。
(
中
略
)
か
で
つ
の
時
に
間
祉
の
法
た
ち
で
あ

れ
ば
、
此
拾
寅
に
せ
ん
と
す
る
時
、
商
社
に
て
こ
と
ご
と
〈
買
集
品
、
す
と
し
も
其
品
を
他
へ
向
き
ピ
れ
ば
自
措
件
闘
人
も
相
替
の
直
段
を
以
て
買
ふ

で
つ
に
な
る
也
。
こ
れ
を
買
集
る
車
、
た
止
へ
ば
、
十
万
闘
の
品
に
で
も
商
枇
千
人
に
で
買
へ
ば
、
一
人
育
岡
づ
L
問

L
骨
で
手
軽
に
買
上
げ
ら
る
L

也』
彼
は
夏
陀
輸
出
品
売
る
べ
き
商
品
の
種
類
を
串
げ
、
契
約
の
履
行
を
論
じ
、
利
を
事
ぐ
る
と
と
が
即
ち
富
岡
強
兵
た
る
所
以
を
明

か
に
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
寸
交
易
心
得
草
」
全
編
の
結
論
と
し
て
論
じ
て
ゐ
る
と
己
ろ
は
、
即
ち
開
化
思
想
の
肯
定
に
外
在
ら
向
。
回

〈
『
抑
我
が
閣
は
・
:
天
然
の
美
闘
に
て
伺
ひ
と
つ
と
し
て
足
ら
ざ
る
事
な
き
園
な
れ
ば
、
庶
民
利
を
る
ら
そ
ふ
様
な
る
事
な
き
故
、
駒
田
づ
か
ら
古
車
さ

だ
ま
れ
る
商
法
白
規
則
な

f
、
飽
食
暖
衣
の
あ
奮
闘
リ
開
拓
互
市
町
遣
な

E
に
霜
力
ず
る
も
の
砂
か

P
L
也
。
世
品
は
り
時
ろ
つ
り
た
る
今
を
叫
て
い
に

し
へ
に
〈
ら
ぶ
れ
は
、
宇
う
や
〈
入
品
焼
結
薄
情
に
な

P
、
こ
と
に
告
岡
田
人
入
車
る
世
と
な
り
た
れ
ば
、
商
法
の
規
則
た
L
干
し
で
は
あ
忍
べ
か
ら

ざ
る
の
時
な
り
。
そ
の
商
法
的
規
則
&
機
械
の
製
作
と
は
西
洋
誌
を
周
ふ
る
に
し
〈
は
な

L
。
何
ひ
と
つ
と
し
て
他
に
求
む
る
事
な
き
奨
圏
、
と
い
へ

E

も
各
国
交
際
四
品
ち
悶
〈
る
に
あ
た
う
で
は
、
寓
岡
普
遁
の
法
に
よ
ら
ぎ
れ
ば
損
害
多
か
る
べ

L
。
他
国
白
法
と
い
へ

rも
其
よ
ろ
し
さ
を
と
り
で
用

ふ
る
は
耽
る
事
な

L
。
肢
に
往
古
よ
り
支
那
白
訟
を
も
ち
ふ
る
事
多
L
O
荷
担
詩
奥
の
設
、
書
童
扶
襲
白
法
、
器
物
衣
服
白
制
、
十
に
七
八
は
支
那
の

法
に
よ
れ
り
。
支
那
も
西
洋
込
我
が
岡
よ
り
こ
れ
を
且
れ
ば
皆
同
一
白
井
図
な
曹
、
何
の
区
別
す
苔
所
あ
ら
ん
晶
γ

。
さ
ら
悶
寓
園
白
諸
法
を
見
き
λ

て

其
よ
ろ
し
き
を
と
り
で
用
ふ
る
が
則
細
園
町
盆
な
P
。
我
が
園
の
困
窮
に
お
ち
い
ら
ん
、
と
す
る
も
今
日
を
以
て
始
め
と
す
べ
〈
、
我
が
闘
を
官
闘
と
な

さ
ん
も
今
日
を
も
ワ
て
は
じ
品
と
す
べ

L
。
居
な
が
ら
に
し
で
蕎
習
を
守
ら
ば
陶
器
ち
困
窮
に
お
ち
い
る
べ

L
。
恒
利
の
槽
械
を
ひ
ら
き
、
寓
闘
普
通
白
F

法
に
図
て
商
律
を
た
て
商
業
を
虚
に
せ
ば
、
=
一
年
を
韓
ず

L
で
宮
寓
聞
に
冠
た
る
べ

L
。
庶
民
間
章
力
せ
ぎ
る
ベ
け
ん
字
。
』



の

突
に
加
藤
弘
蔵
(
後
白
弘
之
)
著
「
交
易
問
時
品
川
レ
(
一
一
年
四
月
)
は
、
頑
六
と
い
ふ
保
守
主
義
者
と
才
助
と
い
ふ
開
園
主
義
者
と
の
問
答
耀

に
宝
田
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
開
巻
努
頭
に
頑
六
は
「
今
度
御
公
儀
と
申
す
者
が
左
ぐ
一
な
っ
て
、
天
下
の
御
政
事
は
、
天
子
様
で
左
さ

け

と

ヲ

じ

ん

ヲ

ち

る
様
に
た
っ
た
か
ら
、
是
迄
御
公
儀
で
御
可
愛
が
り
一
な
さ
っ
た
醜
東
等
は
直
に
御
排
嬢
に
在
る
だ
ろ
う
と
思
て
築
ん
で
居
ま
し
た
ら

矢
張
以
前
の
御
公
儀
と
同
じ
己
と
で
、
加
之
犬
坂
干
兵
庫
に
も
安
易
場
が
御
開
き
に
左
り
、
又
東
京
で
も
交
易
を
御
開
昔
友
さ
る
と

い
ふ
は
何
た
る
こ
と
で
ご
ざ
ろ
う
。

E
う
も
此
頑
六
杯
に
は
一
向
合
黙
が
券
り
申
さ
ん
」
と
の
質
問
を
殻
し
、
交
易
に
よ
る
日
本
の

疲
弊
を
説
い
た
の
に
針
し
て
、
才
助
は
産
業
の
殻
建
に
件
ム
分
業
及
貿
易
の
必
然
性
を
説
昔
、
交
易
に
よ
る
物
倒
騰
貴
は
需
要
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
需
要
の
増
加
は
自
ら
生
産
の
増
加
と
た
っ
て
あ
ら
は
れ
、
生
産
が
増
加
す
れ
ば
物
慣
は
自
ら
下
落
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
結
局
憤
格
は
需
要
左
供
給
と
の
関
係
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
所
以
を
述
べ
、
ま
た
園
際
貿
易
に
於
て
は
、
外

闘
の
不
用
品
を
我
園
の
有
用
品
と
安
換
す
る
如
き
も
の
で
は
友
〈
、
鱗
砲
や
艦
船
等
従
来
我
園
忙
知
ら
れ
友
か
っ
た
必
要
品
も
あ
り

交
易
は
双
方
に
都
合
よ
f
物
事
が
整
ふ
も
の
で
双
方
の
身
上
が
よ
〈
な
る
も
の
で
あ
る
。
米
の
輸
入
に

Z
っ
て
飢
笹
の
危
険
の
無
〈

。
下『，‘均'ι
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晶巻世

昔
に
非
る
己
と
を
誇
々

ZZ井左
圭
一
二
一
説
説
い
て
ゐ
る
。
そ
の
書
き
振
り
か
ら
見
て
所
調
開
化
も
で
慨
を
具
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
営
時
の
外
国
・
肌集金bb

 
イ文浩明

在
る
己
と
も
安
易
の
長
蔭
で
あ
る
去
し
、
交
易
に
土
っ
て
一
般
忙
生
前
が
向
上
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
今
夏
.
鎖
剛
政
策
を
採
る
べ

貿
易
に
針
ナ
る
蒙
宇
一
砕
か
ん
と
力
め
た
も
の
と
し
て
注
意
ず
ペ
雪
書
冊
で
あ
る
。

五

開
化
思
想
に
劃
す
る
反
動
論

明
治
政
府
の
蛮
習
一
決
事
業
に
封
し
て
匝
明
小
平
が
勃
設
し
、
明
治
十
年
に
至
る
ま
で
に
各
地
に
騒
婦
が
起
り
、
百
姓
一
授
が
頻
裂

15) 

維
新
前
後
四
開
化
思
想
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五
十
巻

軍
四
七

第
五
競

プむ



維
新
前
後
四
同
化
思
想

第
五
寸
巻

五
四
八

第
百
腕

O 

し
売
と
同
様
忙
、
開
化
の
新
思
想
に
針
し
で
も
常
に
保
牟
反
動
の
思
想
が
存
し
た
。
共
等
の
論
者
は
信
弊
頑
聞
と
駕
ら
れ
た
が
ら
も

盛
岡
の
至
誠
上
り
種
々
の
定
内
を
な
す
も
の
が
あ
り
、
新
聞
雑
誌
に
保
守
的
思
想
の
務
表
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
明
治
五
年
六
月

明
治
叉
皇
が
鹿
児
島
民
行
幸
あ
り
し
際
、
島
津
久
光
は
行
在
所
に
於
て
怠
見
書
主
上
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
『
方
今
之
御
政
植
に
而
は

御
閥
巡
H
を
遁
て
御
衰
弱
、
高
十
H
不
易
之
皇
統
も
共
和
政
治
之
悪
弊
に
被
溺
陥
、
終
に
は
洋
夷
之
局
凶
と
可
被
成
形
勢
』
一
百
々
の
百

川
県
も
見
え
て
ゐ
る
。
翌
六
年
六
月
公
は
更
に
意
見
書
の
各
筒
僚
に
つ
昔
註
解
を
加
へ
上
書
さ
れ
た
が
、

T
R
骨
寸
御
車
中
間
之
事
の
保
忙
は

『
彼
洋
壊
の
如
き
は
一
一
種
の
技
畿
に
し
て
王
隼
の
急
に
し
給
ふ
所
に
あ
ち
ゃ
』
と
し
、
立
関
本
張
紀
綱
事
の
僚
に
は
「
今
や
洋
説
横
行

時
世
に
岡
本
を
側
敗
す
る
に
至
ら
ん
と
す
』
と
あ
り
、
定
版
制
時
腕
申
汁
貌
事
の
僚
忙
は
『
今
中
悉
鍔
典
を
破
り
貴
闘
叫
等
た
〈
、
内
外
分
を
き

の
み
な
ら
や
、
上
下
一
班
西
洋
の
冠
履
を
用
て
耽
と
せ
十
、
純
制
活
凱
し
て
党
王
の
大
使
大
法
、
蕩
岬
拙
耐
消
滅
す
る
に
至
る
』
と
説
雪
、

そ
の
他
各
項
目
に
つ
い
で
も
奮
剤
自
擁
護
の
趣
自
が
強
〈
現
は
れ
て
ゐ
る
。
更
に
七
年
五
月
に
は
布
大
臣
岩
倉
具
戚
と
三
俊
太
政
犬
阻

邸
に
舎
L
、
先
王
の
法
服
を
洋
服
忙
改
め
ら
る
る
事
、
太
陽
暦
と
揺
し
珂
洋
の
正
朗
を
用
ゐ
ら
る
ミ
事
等
す
べ
て
三
十
個
僚
に
つ
き

質
問
放
を
提
州
し
、
邸
今
急
施
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
鵬
版
復
替
、
租
税
復
醤
、
雑
税
新
規
の
分
を
売
す
、
遠
式
詰
遠
の
中
苛
酷
た

る
を
除
〈
、
兵
士
復
葎
、
陸
軍
を
減
し
海
軍
主
盛
大
に
す
、
不
急
の
土
木
を
止
む
、
皇
居
浩
皆
、
右
四
京
の
慨
に
よ
る
等
が
事
げ
ら

れ
'
て
ゐ
る
。

思
ふ
に
明
治
初
期
比
長
け
る
保
守
的
反
動
忠
畑
山
及
園
粋
思
想
家
と
し
て
は
種
々
な
る
人
を
教
へ
得
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
最
も
著

聞
せ
る
者
は
佐
田
介
石
で
あ
ら
う
。
佐
閏
介
石
に
闘
し
て
は
私
は
既
に
麗
ミ
之
を
述
べ
た
か
ら
、
本
稿
に
於
て
は
之
を
省
略
す
る
が

要
す
る
に
彼
は
営
時
出
叫
ん
友
り
し
欧
化
思
想
に
針
す
る
反
動
思
想
を
布
せ
し
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
そ
の
思
想
は
極
め
て
保
守
的
で
あ

舟第年
。
三
下
第
以
代
頁
時
叫
奮
2

新
紘
一一司棚

上
山
二

F

E
ト
。

日
J
下

2

J
、q品川

h
H
M
即

5
長

7

2

伯
尚

r
旧
公
、

措
置
程

、
久
忠

品
世
津
冊
目

下
島
経
、
白

詔
郎
世

貫
太
近

公
甚
、

青
井
著

持
藤
掛

16) 

17) 



り
『
一
利
を
興
す
よ
り
は
一
害
を
除
〈
に
如
か
や
」
と
し
、
『
便
利
は
亡
圏
、
不
便
利
は
経
済
』
と
し
て
ゐ
る
。
彼
は
茜
物
の
存
績
を
忠

ふ
の
徐
り
、
新
事
態
を
察
せ
宇
治
資
を
宮
山
腕
し
て
生
産
主
看
過
し
た
。
ま
た
前
時
代
の
鎖
国
粧
品
川
町
観
念
を
棄
て
ざ
る
た
め
、
日
本

の
商
業
も
『
日
本
限
り
の
商
法
』
左
り
と
し
、
販
路
は
日
本
園
内
に
限
る
が
如
く
に
詑
い
て
ゐ
る
。
従
て
外
岡
貿
易
は
輸
入
で
あ
っ
て

職
問
で
は
た
〈
、
我
図
は
常
に
正
金
を
梯
ム
も
の
と
考
へ
た
。
恰
も
沈
滞
保
守
の
維
新
前
の
粧
消
思
想
主
以
て
進
取
稜
展
の
新
時
代

の
事
砧
棋
を
説
い
た
鞘
に
根
本
的
の
挟
謬
が
あ
り
、
悶
果
関
係
主
無
限
大
に
推
し
庚
め
た
結
に
於
て
所
論
が
往
々
常
道
を
逸
脱
す
る
の

，
 

弊
忙
陥
っ
た
も
の
と
考
へ
ざ
る
を
得
左
い
。

圃晶.，、
徐

一仁E

既
に
浦
一
ペ
た
る
如
〈
西
洋
に
倣
ふ
の
思
想
は
維
新
前
に
も
存
す
る
庭
で
あ
る
が
、
維
新
以
後
に
於
て
は
文
明
開
化
の
聾
が
高
〈
た

り
、
問
調
開
化
思
想
の
褒
展
と
た
っ
た
。
然
し
世
俗
に
於
て
行
ム
所
は
漠
然
た
る
文
明
開
化
で
あ
っ
て
、
単
に
西
洋
の
風
俗
に
倣
ム

と
左
を
以
て
足
れ
り
と
し
た
傾
向
が
な
い
で
も
一
泣
か
っ
た
。
と
の
と
き
に
首
っ
て
文
明
開
化
の
貫
義
を
説
い
た
加
藤
祐
一
の
「
開
化

進
歩
の
目
的
」
は
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

常
時
の
所
謂
『
開
化
も
の
』
と
し
て
知
ら
る
h

啓
蒙
者
が
明
治
政
府
の
閉
洋
文
化
移
入
政
策
の
宣
停
に
役
立
っ
た
乙
と
は
之
を
認
め

左
け
れ
ば
左
ら
む
。
茸
そ
れ
等
の
啓
蒙
蓄
は
単
に
西
洋
の
習
俗
を
倖
へ
之
に
倣
ふ
べ
き
己
と
を
就
い
た
ば
か
り
で
は
た
〈
、
明
治
政

府
の
布
告
等
を
中
心
と
し
て
開
化
を
説
曹
、
新
政
策
を
謡
歌
し
た
も
の
が
少
〈
友
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
に
於
で
も
経
済
事

象
に
問
問
す
る
種
々
の
解
説
を
試
み
、
新
制
度
の
趣
意
を
明
か
忙
し
、
ま
た
進
ん
で
は
交
易
の
利
を
就
い
た
如
き
は
経
済
思
想
の
設
展

維
新
前
後
の
開
化
思
想

第
五
十
巻

五
阿
九

第
五
競



維
新
前
後
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開
化
思
想

第
五
十
巻

五
五

O

第
五
鋭

忙
も
関
係
あ
る
も
の
と
し
て
特
築
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
治
そ
れ
等
は
直
接
に
且
厳
格
に
経
済
墜
読
に
闘
す
る
著
書
と
は
い
び
難
ぐ
、

一
般
的
且
通
俗
的
砕
蒙
的
去
も
の
?
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
経
済
思
想
を
之
に
求
む
る
と
と
を
組
問
す
べ
き
で
は
た
い
で
あ

作り・っ。維
新
以
来
輝
多
の
岡
洋
経
済
閣
申
忙
闘
す
る
書
籍
が
制
課
さ
れ
、
且
我
園
皐
者
の
著
述
も
存
ず
る
己
と
は
勿
論
で
あ
る
か
ら
、
此
等

の
経
済
書
に
於
て
、
関
闘
進
取
の
設
を
た
し
、
交
日
却
の
利
を
述
べ
た
も
の
ミ
少
〈
な
い
と
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
己
と
で
あ
る
が
、
本

稿
は
か
h

る
経
済
書
に
於
け
る
開
化
思
想
乃
至
は
交
易
思
想
を
見
ん
と
し
た
も
の
で
は
泣
く
、
所
前
明
治
初
年
の
『
開
化
も
の
」
と
し

て
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
の
中
忙
も
、
経
済
思
想
と
し
て
見
る
に
足
る
べ
き
も
の
の
存
す
る
と
と
を
指
摘
せ
ん
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

首
時
の
開
化
思
想
に
掛
し
て
反
針
思
想
の
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
一
言
し
た
如
〈
で
あ
る
。
思
ふ
に
明
治
十
年
以
後
険
米
の
風
俗
模

倣
は
や
i
h

下
火
と
た
り
、
民
間
の
急
進
主
義
に
封
し
で
は
政
府
は
寧
ろ
保
守
主
義
を
代
表
す
る
が
如
き
立
場
に
在
っ
た
が
、
十
七
八

年
頃
か
ら
欧
米
崇
拝
熱
は
再
び
箆
顕
し
、
か
の
鹿
鳴
館
時
代
を
現
出
し
、
政
府
率
先
し
て
欧
化
の
範
を
一
不
す
に
至
り
、
却
で
二
十
年

代
に
長
け
る
保
守
的
反
動
思
想
及
園
料
思
想
の
勃
興
を
激
成
す
る
E
と
ι
了
在
っ
た
。
本
稿
に
述
べ
し
所
は
明
治
初
期
の
開
化
思
想
に

止
る
己
と
を
一
言
附
記
し
て
置
〈
。




